
新処分場建設こんなに危険！
★建設で大きな被害が出ると予想される５つの理由
１．計画地は昔から地すべりが起きやすい地盤である。
２．長さ100mのコンクリートはすぐに割れ目が入る。
３．走り水と塩分でコンクリートの侵食が早い。
４．遮水シートの破損事故が全国の処分場で起きている。
５．有毒な化学物質が海風で住宅地にまで降ってくる。

専門家の分析による計画地の水系図（二層の水脈が走っており、地滑りの跡がある）

★事故になれば毎日の生活にも大きな被害が出ます。

・海で獲れる「のりや貝や魚」が危なくて
　食べられなくなります。
・畑で作る「野菜や井戸水」にも毒物が混
　じるようになります。
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宅野の自然と生活環境を守る会 http://gomix.caferoman.com/

安心・安全な生活環境を守るため
処分場建設工事の差し止めにご協力ください。

宅野

至9号線

至仁万　

大田市仁摩町宅野28　0854-88-2201　代表 山上光俊



「宅野の新処分場は本当に安心・安全な施設か」

日時：平成23年2月8日（火）　午後7時から
場所：宅野・向西寺（0854-88-2201）

宅野の自然と生活環境を守る会 http://gomix.caferoman.com/
大田市仁摩町宅野28　0854-88-2201　代表 山上光俊

宅野に建設が予定されている不燃ごみの最終処分場ですが、大田市が公表した
「生活環境影響調査報告書」には数々の疑問点があります。その具体的な内容
について、全国の最終処分場問題に詳しい専門家からお話をお聞きします。

■お話いただく先生

　関口鉄夫（せきぐちてつお）

■お話いただく内容

・全国の最終処分場で、今どういう問題が起きているのか。
・「生活環境影響調査」で浮かび上がる宅野計画地の大きな問題点。
・最終処分場の事故が市民の生活に及ぼす影響について。

長野県在住　60歳　信州大学卒（環境科学）
州大学・長野大学・滋賀大学非常勤講師、
長野県・滋賀県・沖縄県、山梨県等、全国各地の環境
問題に関する専門委員会の座長歴任

最終処分場に持ち込まれる廃棄物からは、人体に有害な環境ホルモンや重金属類が発生
します。これらの汚水や汚れた空気は、施設のフィルターや遮水シート等で完全に防げ
るものではありません。最新設備の処分場でも遮水シートが破れる事故が起きています。�

大田市が「安心・安全」を強調する既存の三施設ならびに新処分場建設の問題点と想定
される危険性について、関口先生に科学的な見地から解説していただきます。

関口先生が指摘する問題点は、本当に目からウロコのことばかりです。知らなかったで
は済まされない、私たち市民の日々の生活に関わる問題ですので、万象お繰り合わせの
うえ、ぜひご参加いただきますようお願いいたします。

至 大田

宅野港

仁摩町宅野
邇摩高近く
の歩道橋で
左折。

宅野の
案内標識で
右折。

至 温泉津9

★向西寺

〒

■お車は宅野港に。


